
発行／多久市議会　多久市北多久町大字小侍７番地１
	 Tel.0952-75-4828　FAX.0952-75-2110　E-mail:gikai@city.taku.lg.jp
編集／議会広報委員会　印刷／山口印刷株式会社

 まちで
発見！令和２年

11月定例会

第47号

2021

インターネット動画配信中！

議会だより
多 久

議会報告会………………  P2〜5
審査報告  ………………… P6〜7
議案質疑  ……………………  P8
一般質問  ………………  P9〜12
反対・賛成討論  ……………… P13
まちで発見！  ………………  P14東多久公民館でのしめ縄づくり

環
境
に
優
し
い
植
物
油

イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

見
や
す
く
て
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

多久市議会 検 索

特集！ ケーブルテレビ・YouTubeを使った議会報告会

　今までは江戸時代後期から、明治・大正時代の多久
市の偉人を皆さんにご紹介していましたが、今回から、
意外に知らないかもしれない多久の古代史について
紹介したいと思います。　

　鬼の鼻山は安山岩（サヌカイト）の産地で、この北麓
に多数の大型尖頭器をはじめとする石器製作遺跡が
存在しており、多久市の旧石器時代遺跡の特徴を示し
ています。その中でも茶

ちゃ

園
えん

原
ばる

遺跡、三年山遺跡は九州
を代表する遺跡として有名です。
　綿
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遺跡から
は縄文時代早期の押型文土器が
出土し、岡遺跡や西ノ原西遺跡
は、扇状地に立地する縄文時代
後期の集落であると考えられ、さ
らに、牛津川に面した長尾倉富
遺跡、両子山中腹にある天山遺
跡からは縄文時代晩期の遺物が出土しています。
　牟田辺遺跡は、まとまった住居跡や墳墓が確認さ
れ、同集落が弥生時代中期の多久盆地における拠点
集落であったと考えられており、他にも、撰

えり

分
ぶん

遺跡から
は竪穴住居跡、鴻

こう

ノ
の

巣
す

遺跡からは鉄製手斧の刃先な

ど弥生鉄器、また、原田遺跡では弥生時代の甕
かめ

棺
かん

墓
ぼ

な
どと祭

さい

祀
し

遺構からなる墓地が発見されています。
　古墳時代の主な集落遺跡は、羽佐間四

し

反
た

田
だ

遺跡、久
保田遺跡、摺

すり

ケ
が

本
もと

遺跡、今出川A遺跡、撰
えり

分
ぶん

遺跡など
があり、確認されている古墳の規模は径10ｍ前後の
約150基が認められ、このような小円墳は群集墳と呼
び、山の上古墳群は、その代表的なもので、その石室
には線刻画が認められ、古墳からは、武器・馬具・農工
具・装身具、須

す

恵
え

器
き

・土
は

師
じ

器
き

等が出土しています。

　このように、古代に目を向ければ、多久では、石器
製造の素材となる安山岩が豊富に産することで、旧石
器・縄文時代には人の営みが始まっていたとみられ、
日本最大規模の石器工房群があったと分析評価され
ています。

多久の歴史
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【画像提供：多久市歴史資料館・多久市文化財発掘事務所】

 【画像提供：多久市郷土資料館】
出土遺物を基にした帯金具の全体復元写真

※金具の間隔は正確なものではありません。
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　牟田辺前方後円墳からは三環鈴、五鈴杏葉、獅噛(獣面)文帯金具、鉄器、勾玉・管玉、
須恵器など貴重な遺物が出土しました。
　出土遺物から、この古墳は５世紀後葉〜６世紀前葉頃に造られたと考えられます。


